
 

 

 

 

 

 

 

 

 この城は大波上にある北野神社背後に位置

する。北野神社から斜面を登ると、最大幅10
ｍ程の尾根に至る。この尾根先から17ｍの部

分を幅約3ｍの堀切で遮断し、尾根先側に城域

を確保している。城域の中央部には経塚があ

るが、周囲は撹乱された状態で、曲輪を造成

した形跡はない。城主に関する記録や伝承は

ない。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 この城は朝来川中流域にあり、北から派生

した尾根先に位置する。遺構の先端部は土砂

採取により破壊され、また旧日本軍の軍事施

設建設による破壊もあり、当時の遺構として

堀切だけが無傷で残っている。 

城主に関する伝承や記録はない。 

 

 
№9 大波上支城

お お ば か み し じ ょ う

 舞鶴市字大波上小字コモリ 

・遺構----堀切  ・占地----尾根 

・標高----100ｍ ・比高----85ｍ 

・遺跡地図番号----326 

№10 岡安支城
お か や す し じ ょ う

 舞鶴市字吉野小字大師山他 

・遺構---曲輪、堀切 ・占地---尾根 

・標高---60ｍ    ・比高---35ｍ 

・遺跡地図番号---338 
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